
ハ

ウ
ラ
ン
二
三
五
の
ウ
ラ
ン
二
三
五
及
び
ウ
ラ
ン
二
三
八
に
対
す
る
比
率
が
百
分

の
十
以
上
で
百
分
の
二
十
に
達
し
な
い
ウ
ラ
ン
並
び
に
そ
の
化
合
物
並
び
に
こ
れ

ら
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上
を
含
む
物
質
で
あ
つ
て
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
量
が
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の

ニ

ウ
ラ
ン
二
三
五
の
ウ
ラ
ン
二
三
五
及
び
ウ
ラ
ン
二
三
八
に
対
す
る
比
率
が
天
然

の
比
率
を
超
え
百
分
の
十
に
達
し
な
い
ウ
ラ
ン
並
び
に
そ
の
化
合
物
並
び
に
こ
れ

ら
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上
を
含
む
物
質
で
あ
つ
て
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
量
が
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の

ホ

ウ
ラ
ン
二
三
三
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
こ
れ
ら
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上
を

含
む
物
質
で
あ
つ
て
、
ウ
ラ
ン
二
三
三
の
量
が
十
五
グ
ラ
ム
を
超
え
五
百
グ
ラ
ム

以
下
の
も
の

九

照
射
さ
れ
た
前
号
に
掲
げ
る
物
質
（
照
射
さ
れ
た
同
号
ニ
に
掲
げ
る
物
質
で
あ
つ

て
照
射
直
後
に
そ
の
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
吸
収
線
量
率
が
一
グ

レ
イ
毎
時
を
超
え
て
い
た
も
の
並
び
に
次
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

十

令
第
三
条
第
一
号
イ
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
核
燃
料
物
質
（
放

射
性
廃
棄
物
を
封
入
（
圧
縮
し
て
封
入
す
る
場
合
に
限
る
。）し
、
又
は
固
型
化
し
た

容
器
に
内
包
さ
れ
る
も
の
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
限
る
。）

十
一

令
第
三
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
核
燃
料
物
質
（
使
用
済
燃
料

を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
残
り
の
液
体

を
ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器
に
固
型
化
し
た
物
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
表
面

か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
吸
収
線
量
率
が
一
グ
レ
イ
毎
時
を
超
え
る
も
の

に
限
る
。）

２

前
項
の
表
第
一
号
及
び
第
二
号
の
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
の
区
域
（
以
下
「
防
護
区
域
」
と
い
う
。）を
定
め
、
当
該
防
護
区
域
を

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
障
壁
等
の
堅
固
な
構
造
の
障
壁
に
よ
つ
て
区
画
す
る
こ
と
。

二

防
護
区
域
の
周
辺
に
、
防
護
区
域
に
お
け
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
を
よ
り
確
実
に
行
う
た
め
の
区
域

（
以
下
「
周
辺
防
護
区
域
」
と
い
う
。）を
定
め
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
を
柵
等
の
障
壁
に
よ
つ
て
区
画
し
、

及
び
当
該
障
壁
の
周
辺
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の
侵
入
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
置
す
る

こ
と
。

三

周
辺
防
護
区
域
の
周
辺
に
、
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
た
め
の
区
域
（
以
下「
立
入
制
限
区
域
」と
い
う
。）

を
定
め
、
柵
等
の
障
壁
に
よ
つ
て
区
画
す
る
こ
と
。

四

見
張
人
に
、
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
へ
の
人
の
侵
入
を
監
視
す
る
た
め
の
装
置

の
有
無
並
び
に
防
護
区
域
に
お
け
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
量
及
び
取
扱
形
態
に
応
じ
適
切
な
方
法
に
よ
り
当

該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
及
び
当
該
立
入
制
限
区
域
を
巡
視
さ
せ
る
こ
と
。

五

防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
へ
の
人
の
立
入
り
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

イ

業
務
上
防
護
区
域
、周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
に
常
時
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

当
該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
又
は
当
該
立
入
制
限
区
域
へ
の
立
入
り
の
必
要
性
を
確
認
の
上
、

当
該
者
に
当
該
立
入
り
を
認
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
証
明
書
等
」
と

い
う
。）を
発
行
し
、
当
該
立
入
り
の
際
に
当
該
証
明
書
等
を
所
持
さ
せ
る
こ
と
。
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